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ソフトウェア工学演習コースとは

 ソフトウェア工学の主要技術＋必須マイン
ド習得

 臨時会2回を含む全9回の徹底的な演習

 研究員（１6名）:

 衛門 一樹、岸裏 実香、南原 聖、 黒田 昌憲

 原田 英之、岩本 真司、向井 祐人、西村 智樹

 奥山 亜耶子、佐藤 弘幸、岩崎 洋、河嶌 浩

 西田 尚弘、村田 龍一、片山 伸輔、羽多野 顕
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なぜ、何を学んだのか。

 背景: プロジェクト成功率は26.7% [中村03]

 短納期・低コスト。高品質要請。

 工学不足。ソフトの複雑さ。領域の広さ。

 目標:  品質を軸とした「マインド」と「技術」
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演習内容
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 レビュー

 オブジェクト指向分析設計

 アーキテクチャ設計評価

 UX デザイン手法（臨時会）

 要求工学

 アジャイル開発

 見積り

 テスト

 メトリクスとGQM （臨時会）
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SWEBOK と 全9回の演習

Point: 体系的。実用から先端まで。上流から下流へ。

要求 設計 構築 テスティング 保守

要求の基礎的概念 設計の基礎的概念
テスティングの基礎
的概念

保守の基礎的概念

要求エンジニアリン
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設計における主要な
問題
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SCMプロセスのマネジ
メント

開始と範囲定義
プロセス実現および変
更

構成の識別 プロジェクト計画 プロセス定義

構成制御 プロジェクト実施

構成状態記録および報
告

レビューおよび評価

構成監査 終結

リリース管理および配
布

計量
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プロセス計量
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進行
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 今から少しだけ演習を体験してもらいます。

 ご協力の方お願いいたします。



演習 説明

 正確に伝達できるかのワークです。

 横に並んだ皆さんが1チームです。

 一番両端の人これから文書を配ります。

 これを隣の人に伝えていってください。

ただし、お渡しした文書を見せたり、文書を渡すこ
とは禁止です。

次の次の人に直接内容を伝えるのは禁止です。

 中央の人がゴールです。
ゴールの方は伝わった文書をメモに書いてくださ
い。

 時間制限は３分です。
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演習の発表

 演習お疲れ様でした。

 正しく伝わったかどうかの確認をします。
今から、何人かの人に伝わった内容を読
み上げていただきます。
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解答

 先頭の方にお伝えした文章は以下です。

『本コースの目的は、「演習を通じてソフト
ウェア工学技法の習得」、「個人・組織の開
発力強化」と「仲間作り」である。』
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どのような結果でしたか？

 正しく伝わっておりましたでしょうか？

 どうすればより正しく伝えられると思います
か？
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まとめ

 この中でメモを取っていた人おられますか
？

 では、メモを取らなかった理由は何でしょう
か？

 それは思い込みではないでしょうか？
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参加をおすすめしたい方
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 これからソフトウェア工学を学ぶ方

 演習を通じて、知識を定着させたい方

 産学両面から知見を得たい方

 社外の方と意見交換して見識を深めたい方

 現場改善へのヒントを得たい方



ご清聴ありがとうございます

「この資料で使用されている会社名（商号）、商品名は、各社の登録商標または商標です。

（また、本文中および図中では、™、®マークは表記しておりません。）」
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